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被瀑者生活の構造的特質：
-
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広
島
地
域
に
お
け
る
面
接
調
査
を
中
心
と
し
て—
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,
被
爆
者
実
態
調
査
の
問
題
点
.

昭
和
g

o
年
ニ
月
に
議
さ
れ
た
厚
生
省
の
原
子
爆
弾
被
爆
者
讓
調
査
は
、g

ニ
年
二
月
に
そ
の
基
本
調
査
の
概
要
が
ま
ず
明
ら
か
に
さ

ナ
さ
ら
に
一
一
月
に
は
簾
調
查
と
生
活
調
査
の
結
果
に
つ
一
い
て
も
、
そ
の
要
点
が
謹
さ
れ
た
。
こ
れ
は
被
爆
者
特
別
措
置
法
の
讓
と
も

関
係
し
て
、
厚

書

局

、S

查

窶

H

目
す
べ
き
い
4

か
の
特
徴
を
取
り
あ
げ
て
、

一
定
の
評
価
を
下
し
た
も
の
で
あ
り
、
最
終
I

 

結
果
報
告
書
は
い
ま
だ
刊
行
さ
れ
て
い
^\

。

-t

恶
本
調
査
の
結
果
は
、
被
爆
者
手
帳
.の
交
付
台
帳
登
録
者
中
か
ら
死
亡
や
所
在
不
明
等
を
除
い
た
證
の
約
九
一
一
％
と
、
.手
帳
は
な
い
が
篇

者
と
好
し
出
た
者
と
を
合
せ
て
ニ
七
七
、
九
五
五
名
の
.回
答
に
I

も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
内
訳
の
集
計
に
用
い
ら
れ
た
の
は
、
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
■
雀
に
応
じ
た
二
三
ニ
、
四 

一
ニ
名
だ
け
の
回
答
で
あ
る
。
主
な
特
徴
と
し
て
，

就
業
率
が
全
国
一
般
と
比
較
し
て
男
性
は
や
や
低

く

着

は

や

や

高

い

(

特
に
章
齢
層
S

い
て)

こ

と
8

1)

、
就

職

•
就
業
に
つ
い
て
の
差
別
は
全
体
で
は
ニ
.：
ニ
％
.で
あ
る
が
、
仕
事
を
休

ん
た
り
探
し
た
り
し
て
い
る
者
の
場
合
に
は
六
％
慕

に

な

る

こ

と

f

)

、
.配
，偶
関
係
は
男
性
に
つ
い
て
は
全
国
一
般
と
大
差
な
い
が
、
女
生 

被
爆
者
生
沾
の
構
造
的
特
質

ブ

(

ニ

三1)



図 1 被爆者の年齢階級別就業率 

(昭和40年度，原子爆弾被爆者実態調进，茈本調笠の概驳，図 2 )
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fe
っ
.い
■て
it
-
.未
婚
,
,離
別
等
の
独
身
者
が
，多
い
こ
と(

図
3) 

>
ま
た
結
婚 

.

.，に
つ
い
て
の
差
別
は
l

r
六
％
で
あ
る
が
、
未

婚

•
離
別
の
場
合
に
は
や 

-

や
高

率

(

未
婚
四*

.
1

•■
%
、
離
別
五
.-
七
%
、
ま
た
死
別
の
三
五
丨
三
九
歳
男
性
で」

 

:
■七
•
ニ
％)

で
あ
る
こ
と
等
が
指
摘
さ
れ
た
。
し

：

健
康
調
査
お
よ
び
生
活
調
査
は
、
広
鳥
市
お
よ
び
長
崎
市
に
つ
い
て
は 

国
勢
調
査
地
-区
、
そ
の
他
は
市
町
村
を
抽
出
単
位
と
し
て
1

1
20

の
抽
出 

率
で
選
定
さ
れ
た
地
区
の
全
被
爆
者
.(

手
帳
未
咬
付
渚
を
含
む)

お
よ
び
そ 

.
の
家
族
を
対
.象
と
す
る
も
の
で
あ
る
◊
な
お
両
市
の
近
距
離
被
爆
者
に
つ 

い
て
.
は
更
に
.3

140
地

ぼ

が

追

加

さ

れ

て

い

る

，。

こ
の
健
康
調
赉
に
つ
い
て
は
、
生
活
調
赉
を
受
け
た
者
の
ぅ
ち
六
六
• 

五
％
が
受
診
し
て
い
る
が
、
被
爆
後
ニ
力
月
以
内
の
身
体
異
常
は
爆
心
地 

か
ら
の
距
離
と
密
接
な
関
係
が
E

,め
ら
れ
る
反
而
に
、
现
在
の
身
体
障
害 

は
近
距
離
被
爆
者
に
や
や
高
率
で
は
あ
る
が
距
離
に
よ
る
差
が
あ
ま
り
見 

ら
れ
な
い
こ
と
、
現
在
の
身
体
異
常
も
近
距
離
被
爆
若
に
お
い
て
高
率
で 

あ
る
が
、
血
圧
や
血
液
に
つ
い
て
は
一
般
人
と
大
差
が
な
い
こ
と
、
医
師 

の
総
合
判
定
に
お
い
て
も
近
距
離
被
爆
者
に
特
別
の
異
常
は
認
め
ら
れ
な 

い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。
ま
た
生
活
調
齑
に
つ
い
て
は
、
被
爆
者
由
身
の 

健
康
意
識
と
し
て「
元
気」

と
答
え
た
者
は
五
六
•

八
％ 

(

_
勢
調
沲
の
年
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奈 溁
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爆
^

生
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偁
造
的
特
：竹
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表 3 性，手帳の種類，被爆距離別にみた健康愆識別就業率りおよび構成割合 

(煺康および生活調拖表 ID — 4 )
-

全 国 被 燦 渚 広岛市, 長崎市

総 数 一 般 特 別 全 被 爆 者 近距離被爆者

m 性 81.9 82. 2 81.8 82. 8 83.3
就 元 気 89.9 89.9 89.8 89.8 91.1
業 あ ま り 元 気 で な い 82.8 80.6 83. 6 80.8 80. 7
碑{ 调い，瘀気がち，床にっききり 47.1 48.1 46.7 43.4 45.7

取 女 性 34. 5 38. 2 33. 0 33. 2 32.1
W.
% 元 気 41.1 45. 3 39. 2 38. 8 39. 5

あ ま り 元 気 で な い 32.2 34.0 31.6 30. 6 27. 4
弱い，病気がち，乐•にっききり 16. 3 15. 5 16.5 14. 6 15. 8

男 性 100.0 100.0 100.0 100. 0 100.0
m 元 気 64.8 68. 2 63. 3 73. 7 70.7
)k
割

あ ま り 元 気 で な い 27.1 24. 2 28.3 20.5 22., 8
合 弱い，病気がち，浓につききり 8.1 7.6 、 8,4 5. 8 6. 5

女 性 100.0 100.0 100.0 100. 0 100. 0.
1̂
% 兀 . .気 65.3 71.9 62. 2 68.8 66.1

'— "
あ ま り 元 気 で な い 27.0 22.3 29.2 25.0 26.2
即い，病気がち，床につききり 7. 7 5.8 8. 5 6. 2 7. 7

注 1 ) 就 樂 甲 ー 主に仕事をしている者 
^  ■ s a rw  i労働力人口 + 非労働力人口

i .

被
爆
渚
也
活
の
構
造
的
特
質

齢
構
造
に
訂
正
し
て
六 

一
•

九
%)

、
と
.く

に

六

五

歳

以

上

で 

-J

元
気」

と
答
え
た
の
は
■
訂
正
率
で
三
八
•
六
％ 

(

全
国
一
般
は 

六
三
.

八
％.)

、
近
距
離
被
爆
者
や
特
別
被
爆
者
も
全
被
爆
者 

と
比
較
し
て「

元
気」

の
割
合
が
や
や
低
い
こ
と
、
就
業
率 

は
基
本
調
査
と
同
様
の
傾
向
を
示
す
が
、
失
業
率
は
男
が
全 

国
一
般
よ
り
や
や
高
く 

(

表
1)

、
ま
た
近
距
離
や
特
別
波
爆 

に
お
い
て
高
い
こ
.と
、
ま
た
従
業
上
の
地
位
で
は
日
雇
労
働 

者
の
割
合
が
全
国
.
一
般
に
比
較
し
て
男
女
と
も
に
高
く
、
と 

く
に
近
距
離
や
特
別
被
爆
者
に
お
い
て
高
い
こ
と(

表
2)

、
 

.
離

職
•

転
職
率
が
、
と
り
わ
け
男
の
四
〇
歳
以
上
に
お
い
て 

全
国
.
一
般
よ
り
高
く
、
そ
の
理
由
も
病
気
•

老

齡
•

生
活
困
. 

難
等
の
落
層
的
要
因
が
目
立
つ
こ
と(

表
3)

、
年
間
所
得
が 

全
国
一
般
よ
り
や
や
低
く
、
生
活
保
護
の
受
給
者
割
合
は
一 

九

. 

一
%

で
あ
る
が
、
被
爆
者
世
带
の
保
護
率
は
ニ
〇
丄
ハ 

%>

で
全
国
一
般
よ
り
や
や
低
く
な
る
こ
と
、
学
歴
で
は
旧
中 

学

•

新
制
高
卒
以
上
の
割
合
が
全
国
一
般
よ
り
や
や
高
い
こ 

と
等
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
：で
こ
れ
ら
を
総
合
評
価
し
た
結
論
は
、
ま
ず
健
康
調

五

2

表 1 性別にみた就業率11，休業率2 失業率3>
(原子爆弾被爆若実態調逾，健康調查および生活調杏の概要，表 III一 3 ) (取位％)

注 1 ) 就業率= 一 丰に仕斟をして^ ^ -  tL ) 労働力人o + 鄕•働力人ロ

p ) 汰进窀 一 _________________休 桊 者
) 休系本一労働力人口+ 自@攝方ス百

3 ) 失業案—_______ 失 象 も ______
； 天系牟一労働力人口 + 非労衝万ス百

4 ) 訂正率は昭和40年国勢調晝の20歳以上人口の年齢構造により補正したもの

5 ) 昭和40年国勢調密の20歳以上による。 < ，

表 2 性別にみた従業上の地位別就業者数の分布 .；

(健康および生活調査，表ED—• 6 ) (単位％)

注 1) 訂正率は昭和40年就業構造親木調嵛20歳以上の有業者数の年齢構造により補正した

もの。

2 ) 昭和40年就業構造基:本調杏の15歳以上によるt



表 6 性別にみた健康意識分布 .
(健康および生活調沲表 III— 1) (単位。/。）

被
爆
者
生
活
の
構
造
的
特
質

'
奄
に
つ
い
て
は
、
被
爆
当
時
の
身
体
興
常
や
現
在
の
興
常
•
障
密
が
被
爆
距
離
と
一
定
の
関
係
を
持
つ
こ 

a
と

が

認
め
ら
れ
な
が
ら
.も

、

血
田
や
血
液
関
係
の
異
常
に
つ
い
て
は
被
爆
の
影
響
と
考
え
ら
れ
る
差
異
ば

の

認
め
ら
れ
ず
、

ま
た
健
康
意
識
等
.に
現
わ
れ
る
被
爆
者
め
体
力
減
退
.に
つ
い
て
も
、

「

こ
の
調
査
の
結
果

し 

. 

.

•正

は
、

こ

れ
ら
の
事
实
を
肯
定
す
る
资
料
も
西
定
す
る
资
料
も
得
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た」
と
し
て
い 

補 

.

^
 

■る
。
ま
た
生
活
調
迤
に
つ
い
て
は
、「

所
得
ン
就
業
状
、況
.

従
業
上
の
地
位
.*
,
転

職

の

状

況

等

の

諸

点

.に

^

お

い

て

、
被

爆

者

と

他

の

.国

民
一
般
と
の
間
に
有
意
の
差
と
認
め
ら
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
が
、.
全
般
的
に

齢
い
ち
じ
る
し
い
'格
差
が
あ
る
と
い
ぅ
資
料
は
得
ら
れ
な
か
っ
た」

と
記
さ
れ
て
い
る
。

年PO

と
の
結
論
に
対
し
.
て
各
方
面
か
ら
提
出
さ
れ
た
批
判
の
中
で
、
調
査
の
結
果
と
そ
れ
に
対
す
る
評
価
と

L

;

の
矛
盾
を
内
在
的
に
衝
い
.て
い
る
の
は
.、
広

島
•

長
崎
両
県
市
の「

所
見」

，で
あ
る
。
す
な
わ
ち
健
康
調 

以

g

靈
.に
つ
い
て
は
、
受
診
し
な
か
ら
た
約
四
割
の
中
に
相
当
数
の
不
健
康
者
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ 

\
9
,

と
、「

医
療
あ
り」

’と
答
え
た
者
の
割
合
が

一.
般
と
比
較
し
て
か
な
り
高
く
、
特
別
被
爆
者
に
は
医
療
費

TVi 

* 

•

|

の
個
人
負
担
が
な
い
.建
前
な
の
に
そ
の
支
出
が
多
い
こ
と
、
身
体
障
害
率
は
き
わ
め
て
高
率
と
い
ぅ
べ
き 

_年
で
あ
る
こ
と
、
血
液
や
ガ
ン
の
検
査
に
つ
い
て
は
在
来
の
研
究
成
果
が
十
分
反
映
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
等

o
 

*

和
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
生
活
調
査
に
.
つ
い
て
も
、
健
康
意
識
.や
転
職
率
、
'あ
る
い
は
年
間
所
得
等
に

IJ
P

(

注 

2

)

m

.

現
わ
れ
た
差
異
に
注
目
す
べ
き
こ
と
等
が
主
張
さ
れ
.て
い
る
,
• 

°

I7
I

E

確
か
に
発
表
さ
れ
た
数
字
を
素
直
に
検
討
す
る
な
ら
ば
、
被
爆
者
の
医
療
状
況
は
、
医
療
费
負
担
を
免

V
 

.

.

.
除
さ
れ
て
V

る
は
.す
の
特
别
被
爆
者
を
別
と
し
て
も
'
.
.各
年
齢
階
級
.
•に
お
'
.い
.て
概
しV

一
 

般
ょ
り
高
率
で

:̂
^.

あ
り
、
こ
：れ
は
金
，て
自
己
負
担
と
考
え
ら
れ
る
保
健
薬
の
常
用
率
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
.る
：(

表
4

。
ま

七

(

一
二
こ
七)

表 5 性，被爆状況別にみた现在の身体興常率》 (訂正率)ル 

(腿康および生活調杏表n — 9)

1 ) . 調嵌の事項は被爆者の中告にもとづくもの。…'
2 ) 訂正率は全被爆渚の年齢满造により補正したもの。

総 数
1.5km以内の. 
商接彼燦者

1.6〜3.0kmの直 
接被煤者

3日以内2km以 
内の入市者

総
皮下または粘膜出血 7.8 9,5 7. 5 8.1.
白 内 . . . . 障 .2 .  7 3. 8 2.9 2. 2
ヶ ロ ィ ド 4.1 10.1 7； 5 1.2

欽
身 体 異 常 な し 86. 7 79, 3 83.3 89.2

男
皮下または粘膜出血 5.1 6. 9 5.4 6.1
白 内 • 障 2. 2 2.5 3.1 2.0
ヶ ロ ィ ド 4.5 12. 8 9. 9 1.6

性
身 体 興 常 な し 89.1 80.9 ' 82.9 91.0

女
皮下または坊膜出血 10.0 12. 4 8.5 10.5
由 内 障 2. 7 5. 2 2. 6 2. 5
ケ ロ イ ド 3.8 9,8 6. 0 0.9

性
身 体 興 常 な し 84. 6 76. 0 83, 7 86. 7

_表 4 乎帳の種類, . 年齢階級別にみた.10.月中の保疲状況 

(他康および生活調嵛表n — 5) o rn % )

、 —
—̂ .

総 数 〜34歳 35〜49歳 50〜64歳 65歲〜

m 数 44. 4 32.7 40.2 49.1 58. 3

因療あり率
特 別 47.3 34.2 42. 2 52. 6 64.1
—

般 39.4 30. 6 37.2 44.1 45. 9
手帳なし 37.1 27.4 33.8 38. 0 53.8

総 数 2. 4 1.6 2.1 2.4 • 4 .1

入院あり率
特 別 2. 5 1.6 1.9 2. 3 4.7
— • . 般 2.4 1.8 2.5 2.4 2.8
手帳なし 2.3 1.2 2.5 2.1 3. 8

総 数 39.9 27.1 42. 2 44. 0 44. 2

保煺薬常用率
特 別 .40.9 27. 6 43.4 45.9 44. 3

*• 般 39.3 27. 6 42.5 39.7 45. 5
手帳なし 34. 2 22. 6 33.1 43. 2 37.9

注 昭 和 40年の国民健康調进中, 10月中に傷病の状態にあった者は22. 9 % ,但し19歳未 

満を含む。 — .
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八
.(

一
二
二
八)

.

た
身
体
障
f

蹲
1
ノ
％
に
つ
I

て
も
そ
の
う
ち
高
齢
者
の
影
響
が
.大
き
.
い
.と

考

え

ら

れ

る

視

覚

の

障

害

四

 

一.
%

を

除

い

て

も

、.
昭

和

四

〇

ド

身

作 

障
害
者
実
態
調
靈(

視
覚
I

一
二5
.

の
一
、
六
％
と
比
較
ず
れ
ば
、
.
被
爆
者
に
，
つ

い

て

輩

と

い

う

べ

き

で

あ

ろ

う

。
ま

た

被

爆

に

よ

る

障
害 

が
概
し
て
女
性
よ
り
男
性
の
方
が
高
率
で
あ
る
の
.
に

(

S

:

保
健
薬
の
常
用
が
男
性(

三
九.

1
1
5
,

よ
り
女
性(

四0
.

1

の
方
が
多
、
こ 

と
は
、
女
の
就
業
率
が
被
爆
者
に
お
.
い
て
，
一

般

よ

り

高

い

こ

と

と

あ

わ

せ

て

注

目

す

べ

き

で
あ
ろ
う0 

.:

こ
れ
は
生
活
調
査
に
お
い
て
も
、
■

「

元
気」

と
答
え
た
者
が
女
に
お
い
て
少
な
い
に
も
，か
か
わ
ら
ず
f

 )

ノ
就
業
率
は
女
が
一
般
よ
り
I

 

高
く
、
し
か
も
一
般
よ
り
就
業
率
の
低
い
男
に
お
い
て
失
業
率
が
か
な
り
高
く
な
っ
て
い
る
J

I

の
就
業
者

(

主
に
I

と
答
ぇ
た
者) 

の

う

ち

「

元
気」

と
答
え
た
者
の
約
九
割
が
就
業
し
て
い
る
の
は
と
も
か
く
と
し
て
、「

あ
ま
り
元
気
で
な
い」

と
答
え
た
者
の
八
三
％
、
さ
ら 

に

「

弱
V

病
気
が
ち
•
床
に
つ
き
き
り」
と
答
え
た
者
の
四
七
％
が
働
い
て
い
る
,」

と
も
見
落
し
て
は
な
る
ま
い(

I

。
さ
ら
に
被
爆
者
に
お

ナ
 

る
R

雇
の
割
合
は
、

一
般
よ
り
高
い
の
み
な
ら
ず
、
と
く
に
女
に
お
い
て
霞
で
あ
り
8
2

^

被
爆
者
の
う
ち
で
も
特
別
篇
者
や
近
距
離
被 

爆
者
に
お
い
て
高
く
な
っ
て
い
る
。
転

肇

四

•

四
％ 

(

過
去一

年
間
に
転
職
し
I

の
割
合)

も

一
般(

三
‘ 
5

よ
り
高

く

、

と
く 
i

年
齢
考 

に
お
い
て
高
い(

四
？

六
四
歳
で
被
爆
者
四
6

,

全
国
：
九
％)

の
.み
な
ら
ず
、

こ
れ
は
男
性
の
方
が
豪
.(

訂
正
率
で
男
性
五
i

、
女
性
三
•
ニ 

5

で
あ
る
が
、
そ
の
理
由
は
一
般
.に
は
女
性
に
多
い
個
人
的
•

彖
靡
要
因
が
自
立
ち
、
か
え
っ
て
女
性
の
方
に
人
員
整
理
•
低
权
入
等
一
家 

を
支
え
る
責
任
者
I

り
が
I

要
因
が
多
く
な
っ
て
.
い
る
。
そ
.し
て
：全
般
的
に
、
よ
い
仕
事
が
あ
っ
た
と
い
う
よ
う
な
上
昇
的
I

因
が
f

 

い

(

I

。
生

活

保

護

の

受

給

率

も

、
人

口

対

比

で

は

全

国

平

均

の

一

六

.

•
■

よ

晶

率

で

あ

り

、
t

わ

け

特
別
篇
者
の
ニ
〇

•
ニ 
％

、 

「

弱

い
•

病
気
が
ち
•

床
に
つ
.

I

り」

の
六 

一
•

八
%>

に
お
い
て
顕
著
で
あ
る
。
こ
れ
は
被
保
護
者
徙
帯
中
で
の
被
爆
者
の
占
め
る
割
合
の
髙 

い
こ
と
、
原
爆
医
療
法
に
よ
っ
て
医
療
扶
助
の
単
給
が
あ
る
程
窘
が
わ
り
さ
れ
て
い
る
,」

と
等
に
.よ
f

の
と
考
え
ら
れ
る
。

.
以
上
に
よ
っ
て
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、
篇
者
の
健
康
と
生
活
に
は
、

一
般
麗
と
比
較
し
て
無
視
し
え
な
.い
格
差
が
存
在
し
、
し
か
も
在
来

の
原
爆
i

l

專

し

て

い

る

屢

上

I

よ

り

卞

む

し

ろ

生

雲

要

層

い

I

.

差
、I

晶

著

|

、|

。
し
か

注 1 ) 訂正率は昭和40年就業構造蕋本調査の20歳以上の転職者の年齢構造にょり補IFした

もの

2 ) 昭和40】年就業構造基本調赉の15歳以上による。

.、 表 7 転職の理丨i丨別にみた性別転職者の構成割合 

(健康および生活調迩表 ffl—10を多少変形) （堪位％)

全 国 被 爆 者

全 国 一 般 2)
粗 率 訂 正 率 1)

男 性 女 性 男 性 女 性 男 性 女 性

総 数 100.0 100.0 100. 0 100. 0 100. 0 100.0

個 人 的 ， 家 庭 的 事 情 45. 5 49.0 50.5 57.0 40.1 61.7

条件のよい仕琪があったため 9.7 9.4 9.6 4.7 14.8 11.9

一時的，不安定な仕事のため 10.8 4.2 11.7 5. 5 12. 8 7.8

人員整理，会社倒産，解散のため 9.3 12,5 8.6 12. 6 12. 5 8.2

収入が少なく，生活困難のため 9. 7 19.8 10.3 18.1 1L9 6.6

病 気 ， 老 齢 ， 定 年 14.9 5.2 9.3 2. 2 7.9 3.9

し
こ
の
生
活
上
の
諸
要
因
を
、
被
爆
者
生
活
の
構
造
的
な
特
質
と
し
て
把
握
す 

る
た
め
に
は
、
被
爆
後
一
一
〇
年
間
の
生
活
歴
に
そ
く
し
て
、
そ
の
類
型
を
確
定 

-

す
る
試
み
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
も
そ
も
こ
の
種
の
調
#
に
お
い 

て
は
、
被
爆
者
生
活
の
類
型
に
つ
い
て
の
作
業
仮
説
を
設
定
枣
る
た
め
の
事
例 

研
究
.が
ま
ず
行
わ
れ
、
..こ
の
仮
説
を
検
定
す
る
た
め
に
必
要
な
諸
指
標
が
選
び 

出
さ
れ
た
後
に
、：
そ
の
主
要
な
も
の
が
全
被
爆
者
に
ど
の
よ
う
に
分
布
し
て
い 

る
か
を
測
定
す
る
，予
備
調
杳
が
実
施
さ
れ
、
.最
後
に
こ
の
主
要
指
標
の
分
布
に 

も
と
づ
い
て
層
化
さ
九
た
母
集
団
か
ら
一
定
の
標
本
が
抽
出
さ
れ
て
仮
説
検
定 

の
本
調
查
が
開
始
さ
私
る
と
い
う
手
続
き
が
必
要
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
今
回
の 

;

ス
ヶ
ジ
ュ
ー
ル
に
お
い
て
.は
、
行
政
上
の
制
約
か
ら
第
一
の
段
階
が
省
略
さ
れ 

て
第
二 

•
第
三
の
段
階
が
実
施
さ
れ
、
.よ
う
や
く
翌
四
一
年
の
四
月
に
い
た
っ 

て
調
査
結
果
の
判
読
に
資
す
る
と
い
う
意
味
か
ら
広
島•

長
崎
の
被
爆
者
約
一
一 

四
〇
世
帯
の
面
接
調
査
が
、
両
市
の
責
任
に
.お
い
て
実
施
さ
れ
る
結
果
と
な
っ 

た
。
こ
の
た
め
生
活
調
査
の
項
目
中
に
被
爆
当
時
の
世
帯
お
よ
び
本
人
の
状
況 

に
つ
い
て
の
情
報
が
含
ま
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
は
面
接
調
査
の 

結
果
画
き
だ
さ
.れ
た
仮
説
を
検
定
す
る
に
は
極
め
て
不
十
分
な
も
の
と
な
ら
ざ 

る
を
え
な
か
っ
た
。
著
者
は
今
回
の
調
査
.に
あ
た
り
、
原
爆
医
療
藩
議
会
の
臨 

.時
委
員
.の
ー
.
，.人

と

し

て

そ
の
企
画
と
実
施
に
参
加
し
た
.の
.で
あ
る
、が
、
今
後
に

九

(

ニ
三
九)

被
爆
者
生
活
の
構
造
的
特
質
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o
 

(
i

 

二 
三〇

>:

_

^
れ
た
問
題
点
を
あ
き
ら
'か
に
す
る
た
め
に
、
と
く
に
そ
の
実
施
に
当
づ
.た
広
島
の
被
爆
者
面
接
調
査
の
.結
果
を
、
こ
こ
に
.報
告
す
る
も
の
で

.

あ
る
。
 

•
: 

.

:

.

-

- 

. 
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• 

*

. 

•
, 

.

.

.

. 

• 

.

注(

1)
厚
？： n

翁
公
衆
衛
生
局「

吸
利
年
度
原
子
榻
邵
被
爆
乾
実
態
調
拖
、
雄
本
歡
进
の
概
耍」

昭
和g

 

ニ
年
二
月
、
同

「

健
康
お
よ
び
生
活
調
査
の
撒
惡」

召
和
®.
一

¥.
.一
一
月
。
 

:

、
 

…

 

•

ハ
3

広
岛
•

長
崎
両
股
•

市
他
.「

原
子
爆
弾
被
爆
者
実
態
調
进
S

囊

字

生

活

調S

の
概
耍
公
表
に
対
す
る
置

」

昭
和
四
ニ
年
一
一
月
。

.
(

C
O

)

お
な
じ
く
賣
と
し
て
参
加
し
た
隅
谷
三
喜
男
、
石
忠
両
氏
の
見
解
に
つ
い
て
は
、.
隅

谷「

被
爆
問
題
の
原
点
と
I

」

他

界

、

昭

和

四

三

年

八

月

、

石
！：：：：

「

真
 

.

爆
被
害
者
の《

立
場》

」

思
想
、
昭
和
四
三
年
八
月
、
参
照
0

•

M

ニ
、
原
爆
に
よ
る
破
壊
と
回
復
の
特
質

「

原
-7

爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律」

は
、
昭
和I

I

三
年
九
月
一
日
を
も
っ
て
施
行
さ
れ
た
が
、
こ
れ
よ
り
さ
き「

被
爆
者 

.
援
護
法」

の
制
審
要
求
し
て

e

本
原
水
爆
被
雲
団
体
協
議
会
か
ら
四
一
年
1

〇
月
に
：提
出
さ
れ
た
譲
の
附
属
資
料
は
、
原
爆
被
害
の
社
会 

的
特
殊
性
を
、
①

「

放
射
能
に
よ
る
永
続
的
な
身
体
的
障
窗
と
社
会
生
活
上
の
安
障」

、
②

「

軍
人
の
み
な
ら
ず
太
量
の
市
民(

子
ど
も
•

老
人
.

父
- 

潜
•

母
&

を
無
差
別
に
殺
傷
し
、
そ
の
家
庭
を
破
壊」

す
る
こ
と
、
③
：「

広
大
な
市
街
地
を
.一
瞬
の
ぅ
ち
に
廃
墟
と
化
し
、
市

民

の

家

屋

•
財 

産

•

職
業
労
働
の
場(

募
の
商
店
ゃ
ュ
場
、
；
勤
務
先
の
企
業

)

を
1

壊」
す
る
ご
と
に
求
め
て
^
*る)

。
ま
こ
と
に
原
爆
に
よ
る
地
域
社
会
の
麗
は
、
 

そ
れ
が
瞬
間
的
か
つ
広
範
四
に
わ
た
る
も
の
で
あ
り
、.
被
爆
者
の
死
亡
率
が
き
わ
め
て
一
|

い)

の

み

な

ら

ず

、
へ
生
存
若
に
も
放
射
能
障
害
を
は
じ
め 

と
す
る
後
障
宵
が
残
存
し
、
ま
た
家
族
構
成
に
対
す
る
破
壊
も
顕
著
で
あ
る
た
；め
そ
の
再
建
に
も
支
障
が
多
く
、
こ
れ
ら
は
地
域
社
会
機
能
の
喪 

失
と
も
あ
い
ま
っ
て
、
全
般
的
に
復
興
過
程
を
著
し
く
遅
延
さ
せ
る
こ
と
と
な
る
。
と
り
わ
け
被
爆
当
時
に
約
ニ
五
万
人
の
常
住
人
ロ
を
も
っ
た 

広
房
市
は
爆
心
が
市
域
の
ほ
ぼ
巾
央
に
位
置
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
規
則
的
な
同
心
円
状
を
な
し
て
都
市
.の
中

枢

機
能
が
壊

滅

し

、

そ
の
復
興 

は
：：̂
辺
筇
か
ら
次
第
に
進
め
ら
れ
な
が
ら
も
、
そ
れ
が
市
の
中
央
部
に
お
よ
ぶ
ま
で
に
比
較
的
長
期
間
を
要
し
て
い
る
。

.へ : 表 8 爆心地からの距離別人ロ復帰状況

(米山桂三•川合隆男「原爆と社会変動- - l j 法学研究，昭和40年 9 月，33頁) ( 取位?0
. . .  -  ,

' \ 時 期 ■ 昭和20年 « 21年 // 22年 23牢
爆心か

ら の 距 離 .. 11月 1 II 4 月 26 R 8 月20H 12月10 H 8 » 8 月

1 k m 以内 3.1 6. 8 23. 4 28.9 33. 2 52. 8

1〜1.5km 11.5 18. 4 27.8 32.8 34.1 51. 2

1,5〜2km 22. 5 32. 5 36. 7 39. 7 47.8 60.1

.2〜2.. 5km 75. 5 101.0 114. 3 117. 7 119.1 132. 4

2. 5〜3km 128. 5 139. 2 146. 7 152. 5 173. 4 176. 6

3 k m 以上 181.6 216, 7 201.3 211.8 209.7 213. 5

計 55. 6 67.8 76.7 81.9 86. 4 100.2

注被爆前人ロは，昭和20年 6 月の米穀通帳登録人員。

被
爆
者
生
活
の
構
造
的
特
質

'
ま
た
午
前
八
時
一
五
分
と
い
う
被
爆
の
時
点
.に
は
、
都
市
檄
能
に
関
係
あ
る
多
数
の
人 

.

.ロ
が
都
心
に
む
か
っ
て
集
中
し
て
お
り
、
こ
れ
は
社
会
構
造
上
の
比
較
的
上
層
部
、
お
よ 

び
都
市
周
辺
に
居
住
す
る
家
族
に
と
っ
て
は
そ
の
主
要
な
生
計
維
持
者
に
、

一
般
の
空
爆 

等
に
お
け
る
よ
り
は
大
き
な
被
^

を
あ
た
え
石
こ
と
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
当
時
建
物
疎 

開
作
業
の
た
め
に
動
員
さ
れ
た
人
々
、
市
内
に
駿
屯
し
て
い
た
軍
隊
お
よ
び
軍
関
係
者
等 

に
加
え
て
、
こ
れ
ら
市
内
に
流
入
し
た
人
口
は
、
被
爆
者
数
を
常
住
人
1:
1

よ
り
は
る
か
に 

増
加
さ
せ
る
結
果
を
も
た
ら
し
た
ろ
う
し
、
ま
た
都
市
機
能
を
維
持
、
あ
る
い
は
四
復
す 

る
た
め
の
中
枢
的
要
員
に
打
撃
を
あ
た
え
、
さ
ら
に
周
辺
部
居
住
家
族
の
労
働
力
構
成
に 

も
広
汎
な
被
.害
を
及
ぼ
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
'

こ
の
よ
う
な
状
態
に
お
い
て
破
壞
さ
れ
た
広
鳥
市
の
生
存
人
ロ
は
、

一
時
的
に
市
の
周 

辺
あ
る
い
は
市
外
の
各
地
に
避
難
し
た
後
、
次
第
に
以
前
の
居
住
地
あ
る
い
は
市
：

£

の
そ 

の
他
の
地
ぼ
に
復
帰
を
は
じ
め
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
に
被
爆
に
よ
っ
て
家
族
構
成 

に
あ
ま
り
道
大
な
打
擊
を
受
け
な
か
っ
た
者
、
あ
る
い
は
生
活
の
本
抛
が
市
の
比
較
的
周 

辺
部
、
ま
た
は
市
外
に
あ
づ
.た
者
_ほ
ど
、
早
期
に
此
帯
を
苒
構
成
し
、
あ
る
い
は
前
住
地 

に
復
帰
し
、
し
た
が
っ
て
経
済
的
に
も
.
'
7応
の
安
定
を
取
り
も
ど
し
.た
と
考
え
ら
れ
る
.。 

事
実
、
人
!:
!

の
増
加
は
市
の
周
辺
部
か
ら
徐
々
に
進
み
、
昭
和
ニ
〇
年
末
頃
に
は
国
鉄
広

(

注
.3

)

島
駅
前
や
己
斐
駅
前
に
ャ
ミ
市
的
な
集
落
が
形
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
.れ
が
翌I

V
.

一
 

年
に
な
る
と
、

一
方
で
は
市
内
へ
の
転
入
抑
制
措
置
が
取
ら
れ
な
が
ら

.
 

M

 

(

ニ
三
ニ)



. 

.  

一
 

ニ 

(

ニ
ー
三
ニ)

も
、
他
方
で
は
市
の
塞
I

二
次
産
業
の
一
つ
で
あ
る
東
洋h

業

が

生

産

を

再

開

し

、
，従

業

者

の

募

集

を

は

じ

め

る

等
の
経
済
復
興
が
緒
に
つ 

き

力
月
に
は
特
別
都
市
計
画
法
指
定
を
受
け
る
と
と
も
に
、.
基

町

に

応

急

市

営

住

宅

ニ

_〇

〇

戸

が

建
設
さ
れ
る
等
、
よ
う
や
く
都
心
に
も
I

 

復

帰

の

気

配

が

現.わ

れ

て

く

る

。

か

く

て
■二
三
年
に
は
.被

需

の

米

穀

台

帳

登

録

人

口

に

対
し
、
爆
心
地
か
ら
一
キ
ロ
メ 

I

ト
ル
以
内
の
人
口
、、， 

五
三
％
、
市
の
人
口
全
体
と
し
て
は
一
〇
〇
％
に
回
復
し(

f

)

、
東
洋
工
業
が「

小
型
三
輪
車
重
要
工
場」

に
指
定
.さ
れ
て
生
産
が
軌
道
に 

乗
、
デ

、、ニ 
f
 

f-

広

^

平

矛

言

念

者

市

建

設

法

が

公

布

施

行

さ

れ

て

^
土
木
建
設
事
業
に
よ
る
雇
用
も
次
第
に
増
加
の
気
運
に
む
か
う

一
七
社
に
縮
小
す
る
に
い
た
る
の
で
あ
る
。

.

し
か
し
ニ
五
年
に
な
る
と
聽
擎
の
勃
発
に
よ
っ
て
中
国
地
方
の
経
済
は
編
に
む
か
い
、
人
P

増
加
も
戦
後
一
〇
年
間
に
お
け
る
頂
点
に

i

と
り
わ
け
社
霧
態
に
起
因
す
る
変
化
が
顕
著
に
な
る
。
そ
の
後
の
経
済
動
向
は
、
ニ
九
年
ま
で
第
二
次
豪
、
と
り
わ
け
製
造
業
の
生

産

所

得

ヵ

ィ

び

つ

つ

け

 

一

l
i
p
T

に
不
況
の
影
響
を
う
け
て
縮
小
す
る
。
被
爆
者
の
広
鳥
地
域
へ
の
復
帰
は
ほ
ぼ
こ

の
時
期
ま
で
に
終
っ
た
も
の

の
よ
う
で

あ

る

一
一
四
年
以
来
I
減
を
続
け
た
転
入
人
n
が
三
ニ
年
以
後
増
加
に
変
る
の
は
、
も
は
や
新
た
に
広
鳥
へ
流
入
す
る
人
口
を
主
と
す 

る
も
の
と
考
え
て
差
支
え
あ
る
ま
い
。

さ
て
原

繼

實

特

殊

性

が

、
灌

に

放

霞

y

よ
る
身
体
的
障
書
と
そ
の
後
遺
症
の
み
な
ら
ず
、

8

構
成
の
.破
壊
に
よ
る
生
活
周
期
の
軌 

道
力

ら

の

逸

脱

お
よ
び
地
域
社
会
の
広
沉
か
つ
瞬
間
的
壊
減
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
靈
者
生
活
の
構
造
的

養

は

、

こ
の
三
種
類
の
：要
因
の
相 

互

麗

3

に
見
出
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
例
え
ば
被
爆
に
よ
っ
て
学
齢
期
の
児
童
を
喪
っ
た
家
族
が
、
夫
の
老
齢
期
に
い
た
っ
て 

蕩

力

の

欠

損

に

よ
る
貧
困
I

而
す
る
の
は
、
正
に
家
族
構
成
破
壊
の
後
遺
^

i

v

べ
き
も
の
で
あ
る
よ
う
に
、
全
て
は
被
爆
前
の
生
舌 

と
、
そ

れ

が

麓

に

よ
っ
て
い
か
に
鑛
さ
れ
た
.か
と
.
I

s

お
い
て
、
驚

f

l

準

に

そ

く

し

れ

浮

れ

ば

な

ら

な

い

。
 

そ
こ
で
ま
ず
広
I

域
社
含

震

か

ら

復
興
に
い
た
る
過
程
を
、
被
爆
者
の
世
帯
焉
成
、
前
住
地
復
帰
、
馨

的

安

寒

と

の

麗

に

う

て
時
期
区
分
す
る
.な
ら
ば
、
お
よ
そ
次
の
五
期
に
.区
分
す
る
こ
と
.が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

.

第
一
期
は
復
興
の
も
っ
と
も
初
期
段
階
で
あ
り
、
被
爆
か
ら
ニ
一 

年
末
ま
で
の
、
周
辺
部
復
帰
の
時
期
で
あ
る
。
第
二
期
は
ニ
ニ
年
末
ま
で
の 

都
心
部
西
定
着
の
開
始
期
で
あ
る
。
そ
し
て
第
三
期
はU

四
年
末
の
初
期
復
興
が

1

一
段
落
す
る
ま
で
の
時
期
で
あ
る
。
第
四
期
；

S
T
1

九
年
末
ま
で 

の
復
興
第
二
期
で
あ
り
：
こ
の
間
に
広
鳥
は
、
次

第

に「

被
爆
者
の
町」

.と
し
て
の
性
格
を
変
え
、
戦
後
の
新
し
い
地
方
都
市
と
し
て
の
発
展
を 

開
始
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。.
そ
れ
と
同
時
に
、
被
爆
者
す
な
わ
ち
敗
戦
時
の
広
島
住
民
の
う
ち
.に
も
、
.
こ
の
発
展
の
軌
道
に
乗
り
え
た
人
々
と
、
 

被
爆
以
前
か
ら
の
階
層
的
地
位
や
被
爆
に
よ
る
打
撃
等
に
よ
っ
て
こ
の
軌
道
に
乗
り
え
な
か
っ
た
人
々
と
の
間
の
分
解
が
深
ま
っ
た
と
想
像
さ
れ 

る
。
か
く
て
三
〇
年
以
降
の
第
五
期
に
い
た
っ
て
、
よ
う
や
く
原
爆
医
療
法
を
は
じ
め
と
す
る
被
爆
者
援
護
対
策
が
具
体
化
し
は
じ
め
る
こ
と
'と 

な
る
の
で
あ
る
。
 

‘ 

：
.

注(

1)

日
本
原
水
爆
被
害
者
団
体
協
議
会「

原
爆
被
害
者
援
護
法
制
矩
の
請
願
、
敞
資
料——

原
爆
被
害
の
特
質
と

『

被
爆
者
援
護
法

』

の
要
求」

昭
和
四
一
年1
〇
月
、

一
一
ー一

四
頁
。
な
お
山
手
茂
.

「『

被
爆
者
援
護
法

』

は
な
ぜ
必
耍
か

」

世
界•

昭
和
四
一
一
年
四
月
、
参
照
。

.

(

2)
「

広
岛
の
上
空
で
原
爆
が
炸
裂
し
た
瞬
問
、
四
〇
万
市
民
の
ほ
ぼ
半
数
，
ニ
〇
万
人
が
死
に
、長
崎
で
は
市
段
一
六
万
人
の
う
ち
八
万
人
が
即
死
し
た
と
推
定
さ
れ
て

い
る」

ハ
矹
日
新
聞
社
編「

原
爆
.
五
〇
〇
人
の
証
言」

昭
和
四
ニ
年)

。「

被
爆
者」

の
定
義
を
ど
こ
に
お
く
か
に
つ
1>
て
は
問
題
も
あ
ろ
う
が
、
爆
心
か
ら
四
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
と
い
う
原
爆
医
療
法
の
規
定
が
ほ
ぼ
広
島
•長
崎
の
市
域
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
に
依
存
す
れ
ば
、
お
そ
ら
く
被
爆
者
の
死
亡
率
は
五
〇
%
を
こ
え
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

(

3)
.

広
島
銀
行
従
梁
員
組
合
編「

廃
墟
の
中
か
らー

一
〇
年
史」

昭
和
三
三
年
♦
一
一
四—

一
一
五
頁
。

. 

• 

*

.

.

三
、
広
島
に
.お
け
る
面
接
調
査
の
概
要

広
島
に
お
け
る
被
爆
者
而
接
調
杳：

は
、
広
島
市
内
に
居
住
す
る
被
爆
者
を
含
む
世
帯
を
、
最
終
的
に
は
約
一
六
〇
[»
:
帯
抽
出
す
る
こ
と
を
目
標 

と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
世
带
の
全
被
爆
者
に
つ
い
て
の
聴
取
り
を
実
施
し
た
が
、
場
合
に
よ
っ
て
.は
|0
:

帯
主
あ
る
い
は
配
偶
者
か
ら
も
聴
取
り
、
 

な
る
べ
く
複
数
の
証
言
に
よ
ら
て
記
憶
の
誤
ま
り
を
補
正
し
よ
う
と
努
カ
し
た
。
予
備
世
帯
を
含
め
た
抽
出
此
帯
数
は
ニ
一
一
、
調
査
を
実
施
し 

被
爆
渚
生
活
の
構
造
的
特
質 

一

三

(

ニ
ニ
ニ
三)



表 9 而 按 調 查 世 带 数

驻町 大手町 白島 中広
中n
于fin 己斐 尾長 戸坂 入 院 .計

抽 出 世 帯 数

(予備世帯を含む）
18 28 23 27 30 29 27 29 0 211

調 莶 世 帯 数

(入院俎盎6例を追加) 18 22 23 23 > 2 22 20 1)
14 6 ：170

調 盔 不 能

(主とUて一家不在）
0 1 2 1 1 1 0 1 2)

3 10

調 奄 拒 否 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1

世 帯 茁 複 0 1 0 0 0 0 0 1 0 2

記 入 不 備 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1

集 計 世 带 数 18 20 20 22 21 20 20 12 3 156

注 1 ) 調夜世帯数は8地区各20世帯，計 160世帯^ 標とし入院 ^ 世帯を追加した^ 7" 
_ 日数の関係等もあって，戸坂の世帯数を減らした。

^ 調査不6bの原因は主として何度訪問しても—;家不在という場合セある。.入院が半数： 

脱落したのは，退院，jg症，死亡等によるものである

一
四
'

(

一
二
三
四)

'

た
世
帯
数
は
一
七
9

:

有

効

な

資

料

が

得

ら

れ

た

：ヶ

ー
ス
は
一
五
六
で
あ
っ
た 

1

8

9

-

0調
查
の
項
目
は
被
爆
郁
か
ら
調
查
時
点
に
い
た
る
ま
で
の
批
带
の
構 

成
と
そ
れ
ぞ
れ
の
世
帯
員
の
性
格
、
と
く
に
そ
の
健
康
.と
教
育
、
職
業
と
1»
:

帯 

，
の
収
入
、

-M

費
水
準
、
住
所
と
住
宅
、
お
よ
び
現
在
.の
意
識
状
況
等
で
あ
り
、
 

そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
被
爆
の
影
響
に
配
慮
し
つ
つ
、
こ
の
ニ
〇
年
問
に
お
け
る 

被
爆
者
と
そ
の
肚
帯
の
生
活
構
造
の
変
動
過
程
を
あ
き
ら
か
に
し
よ
ぅ

と
し 

た
。.
調
査
.は
昭
和
四
ー
年
三
，月

後

期

の

準

備

作

業

を

経

て

、
同
年
三
月
三
〇
日 

か

ら

四

月一
0

日

の

間

に

現

地

に

お

い

て

実

施

さ

れ

た

。
調
査
•班
は
慶
応

と

览 

大
七
が
そ
れ
ぞ
れ
調
查
地
区
を
分
担
し
、
慶
応
班
は
五
名
、
衆
大
班
は
六
名
の 

大
学
院
お
よ
び
.学
部
学
生
が
参
加
す
る
と
と
も
に
、
現
地
の
広
島
商
大
学
生
\
 

名
を
加
え
て
一
九
名
の
調
査
員
に
よ
っ
て
編
成
さ
れ
た
。
慶

応

•
東
大
両
班
は 

調
査
の
.準
備
過
程
か
ら
密
接
に
協
力
し
、
調
査
の
進
行
過
程
に
お
け
る
統
括 

は
慶
応
班
に
つ
い
て
は
中
鉢
が
、
東
大
班
に
つ
い
て
は
隅
谷
三
喜
男
教
授
お 

よ
び
下
田
平
裕
象
助
手
が
こ
れ
に
あ
た
外
以
。

..

さ
て
対
象
選
定
の
台
帳
と
し
て
は
、
1

/

2

0

+

3

/

4

0

抽
出
の
生
活
調
木
且
に
お
け 

る
世
帯
調
査
票
が
招
い
ら
れ
た
。
選
定
の
第
一
段
階
は
地
区
の
抽
出
で
あ
り
、
 

こ
れ
は
市
内
の
中
心
部
か
ら
.周
辺
部
に
か
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
地
域
的
• 

職
業
的
特
M

を

も

つ

八

つ

の

叩

が

選

び

だ

さ

れ

た

。
も
と
よ
り
被
爆
者
は
一
一
つ

年
間
地
域
的
に
も
移
動
し
、
地
域
の
特
性
も
こ
の
間
様
々
に
変
化
し
.
て
い
る
が
、
被
爆
者
世
帯
そ
の
も
の
も
ま
た
あ
'る
程
度
の
分
解•

洱
構
成
を 

経
て
い
る
こ
と
、.
お
よ
び
広
島
の
地
域
社
会
の
流
動
性
が
比
較
的
少
な
い
こ
と
等
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
第
一
次
的
接
近
と
し
て
は
突
際 

的
か
つ
有
効
な
処
理
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
第
ニ
の
段
階
は
こ
の
八
地
区
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
約
ニ
〇
の
||
|
:
帯
を
選
矩
す
る
に
当
っ
て
、
-I
I
I:
帯
の 

構
成
お
よ
び
被
爆
者
傭
成
を
考
慮
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
.0

そ
の
際
に
世
帯
の
中
心
と
な
る
核
家
族
の
存
在
の
有
無
、
.お
よ
び
こ
れ
ら
核
家
族
の
被 

爆
経
験
を
指
標
と
し
て
、
：
批
带
を
い
く
つ
か
の
簡
便
な
類
型
に
分
割
し
、
こ
れ
ら
の
類
型
が
十
分
に
網
羅
さ
れ
る
よ
う
に
配
虛
し
た
。
第
三
に
、
 

.
地
区
の
選
定
が
す
で
に
職
業
構
成
の
特
徴
を
考
慮
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
含
め
て
、
対
象
世
带
の
最
多
収
入
者
の
職
業
を
指
標
と
し
て
み
た
此 

带
の
階
層
的
な
位
置
の
多
様
性
が
代
表
さ
也
る
よ
う
に
努
切
し
太
。
最
後
に
、
世
帯
調
査
お
よ
び
個
人
調
査
票
か
ら
読
み
取
ら
れ
る
被
爆
時
お
よ 

び
現
在
の
世
帯
構
成
、
被
爆
者
構
成
'

被
爆
の
程
度
、
.
現
在
の
健
康
、
年
齢
、.
所
得
な
ど
を
総
合
的
に
考
慮
し
て
、
.で
き
る
だ
け
さ
ま
ざ
ま
に
相 

強
の
あ
る
対
象
を
選
定
す
る
よ
う
注
意
を
払
っ
，た
。

.

.

.

. 

:
;

.

八
つ
の
調
查
地
区
は
、
市
の
中
心
部
か
ら
.周

辺

部

に

か

け

て

、
莲

町

，
大

手

町

‘

中

広

町
:.
.

自

鳥

町
.

己

斐

町

、
尾

長

町.
宇
品
町
，
戸
坂
町 

の
順
に
分
布
し
て
い
る
。
そ
の
地
区
特
性
を
次
に
概
括
し
て
お
き
た
い
。
：

,

㈠

.

菡
町=

市
の
中
央
部
に
あ
.る
太
田
川
岸
の
い
わ
ゆ
る
原
爆
ス
ラ
ム
と
、
旧
練
兵
場
趾
，の
市
営
住
宅
地
区
を
含
む
。
川
岸
に
は
狭
小
な
パ
ラ 

ッ
ク
が
密
集
し
、
失
対
労
務
者
.

日
雇
•

家

内

労

働

者.
•
.零
細
業
主
な
ど
が
多
く
、，
人
口
流
動
も
激
し
い
。
市
営
住
窀
地
區
も
、
建
物
が
老
朽
化 

し
、
通
路
や
排
水
も
惡
い
が
、
電
気
製
品
や
自
家
用
車
の
所
有
も
_

に
つ
き
、
ス
ラ
ム
よ
り
は
常
用
労
務
.者
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。

㈡

大
手
町
=

お
な
じ
く
布
の
中
央
部
に
あ
り
、.
被
爆
に
よ
っ
て
完
全
に
破
壊
さ
れ
た
が
、
菡
町
と
同
様
に
住
民
が
ほ
と
ん
ど
全
減
し
た
地
ぽ 

か
ら
、.
焼
失
地
域
の
境
界
あ
た
り
ま
で
を
含
ん
で
い
る
。
現
在
で
は
全
般
的
に
商
業
.

サ

ー

ビ

ス

業

地

区^

規
定
し
て
よ
い
が
、
中
心
部
の
本
通 

り
商
店
街
の
よ
う
な
上
層
と
、
生
業
的
な
性
格
の
強
.い

下

層

ま

で

、

さ

ま

ざ

ま

の

階

層

，が

含

ま

れ

て

い

る

.。
調

查

の

対

象

と

な
つ
；た
の
ば
、
広
島 

市
役
所
前
の
十
字
路
を
は
さ
ん
だ
対
角
線
の
位
置
に
あ
た
る
大
手
町
五
丁
！̂
の
、.
か
な
り
下
層
の
商
業
‘

サ

ー

ビ

ス

業

地

区

で

あ

る

。

被
爆
者
生
活
の
構
造
的
特
質
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I

町
"

市
の
.
西
北
部
に
位
置
し
、
中
小
企
業
、
と
く
に
鉄
工
所
、
.
.非

鉄

貪

業

、
解
体
蒙

多
い
。
こ
れ
を
取
り
ま
い
て
、
工
場
主
と

そ
の
家
族
、.
_

員
ら
の
住
居
が
あ
り
、
こ
れ
を
顧
客
と
す
る
八
百
屋
•

雑
貨
屋
な
ど
の
小
商
店
が
散
在
す
る
。
工
場
春
と
労
働
者
層
と
の
ヒ 

活

格

蒙

m
:

立
つ
が
、
H

I

層
も
両
極
分
解
し
^

つ

き

よ

う

量

受

け

ら

れ

る

。
さ
ら
に
市
の
、中
心
部
へ
の
通
勤
が
便
利
な
た
め
こ
r

哉
員 

層
な
ど
の
住
宅
が
.増
加
し
て
い
.
る
。
：戦
前
は
近
郊
農
村
的
地
帯
を
含
ん
で
い
た
が
一
部
焼
失
し
、
現
在
は
市
内
住
宅
地
b

し
つ
つ
あ
る
.も
の
の
よ 

う
で
あ
る
。

m
.

處

町

"

市
の
北
部
に
あ
る
大
企
議
員
、
I

員
な
ど
中
流
階
級
の
典
型
的
な
住
宅
地
区
で
あ
る
。：
大
企
業
工
員
の
社
宅
や
公

務

員

住

 

名
な
ど
も
散
在
す
る

道
路
は
よ
く
整
備
さ
れ
、
車
の
往
来
t

少
い
。
建
物
は
敷
地
を
十
分
に
と

CV.

て
お
り
、
環
境
は
良
好
で
あ
る
。
.

㈤

巳
斐
町=

市
西
商
のH

I

都
心
的
繁
華
街
で
、
^
央
部
に
比
べ
て
よ
り
零

細

な

襄

が

、
市

電

己

囊

を

中
心
に
密
集
し
.て
い
る
。
そ
の
う 

’
ち
に
は
、
I

Q

.翌

年

語

了

恵

り

が

形

成

さ

れ

た

時

、
参
t

l

が
多
い
。
，公
有
地
が
あ
る
た
め
、
近

年

立

退

晶

I

表
面
化
し
て 

い
る
。
商
店
街
周
辺
の
一
般
住
民
に
は
、
工
員
•
店
員
な
ど
下
層
労
働
者
が
多
く
、
ま
た
人
口
流
動
匕
も
激
し
、
。
：

^

尾
長
T

市
の
東
北
部
I

り
、
そ
の
う
ち
昭
和
一K

-
H

O

年

に

か

け

て

讓

さ
れ
た
改
良
住
宅
I

調
査
地
区
と
さ
れ
た
。
七
楝
ば 

力
り
の
ァ
ハ
-

ト

団

地

の

入
！：！

に
隣
保
館
が
あ
る
。
地
区
改
良
の
た
め
に
撤
去
さ
れ
た
家
の
居
住
者
が
奢
し
て
人
居
し
て
お
り
、
常
电
お
よ
び 

日
雇
労
務
者
の
ほ
力
に
主
と
し
て
製
靴
業
を
営
む
喜
業
者
が
人
居
し
、
2

D

K
型
の
居
室
の
.一
部
が
作
雪
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

出

与

品

町

=

市
の
.南
部
に
位
置
し
、
大
企
業
お
•よ
び
中
小
企
業
の
か
な
り
の
部
分
が
、
こ
の
地
区
に
集
中
し
て
い
る
。
労
働
者
住
居
地
で
あ
. 

り
、
と
べ
に
、
中
小
企
業
労
働
者
•

単
純
労
働
者
が
多
い
。
職
安
出
張
所
が
あ
り
、
失
対
I

町
に
つ
い
で
多
い
。.
こ
れ
ら
の
労
働
者
を
顧
客
と 

す
る
か
な
I

滞

的

な

謹
‘ 

T

ビ

K

業
が
■

し
て
い
る
。
麓

に

よ

る

焼
I

免
れ
.

I

、
'
そ
れ
だ
け
に
I

の

馨

が

多
く
残
っ
て
老 

朽
化
し
つ
.
つ
あ
る
た
め
、
こ
の
街
全
体
が
.ス
ラ
ム
，，化

の

印

象

を

あ

た

え

て

い

る

。

㈧

戸

坂

町=

市

の

北

部

に

あ

た

り

、

昭

和

一

一
一o

年
に
広
島
市
に.編

人

さ

れ

た

。f

は

農

業

地

帯

であ
り
、
ま

た

市

内

の

上

遷汲
の
別
莊

地
で
も
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
被
爆
に
よ
る
建
物
の
損
壊
は
.ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
が
、
被
爆
者
達
の
避
難
路
の
一
つ
.
に
あ
た
っ
て
お
り
、
介
護
等 

に
よ
る
二
次
的
汚
染
を
ぅ
け
た
者
は
相
当
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
戦
後
市
の
発
展
と
と
も
に
.住
宅
地
化
し
、
土
地
を
^

^
却
し
て
脱
農
化
す
る
者 

が
多
レ

粗

収

益

三

〇

万
円
以
上
の
.専

業

農

家

は

わ

ず

か

一
戸
と
の
こ
と
，で
あ
る
。
 

.

と
と
ろ
で
こ
Q

f

な
対
i

定

Q

手

管

が
f

れ
た
の
は
、
面
接
調
査
Q

S

的
が
、
被

爆

童

活

Q

 

ニ 
o

年
間
に
わ
た
る
変
動
の
震
型 

を

で
き
る
た
け
網
羅
的
に
把
握
し
よ
ぅ
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
.と
の
、
当
然
の
.結

果

であ
るv

し
た
が
っ
て
そ
の
繁
を
統
計
的
に
解
析
し 

て
あ
る
傾
向
が
見
出
さ
れ
た
と
し
て
も
、
学
し
も
た
だ
ち
に
広
I

域

Q

鑫

爆

寶

そ

れ

が

妥

当

す

る
と
i

l

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
諸

広
島

計

gn
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lr
型
が
被
爆
者
の
全
集
団
に
お
い
て
占
め
る
位
置
の
ゥ
ヱ
ィ
ト
を
、
全
集
団
に
対
す
る
然
る
べ
.き
予
備
調
查
に
よ
っ
て
確
認
し
、
さ
ら
に
そ
れ
に 

も
，と
づ
い
て
抽
出
さ
れ
た
標
本
に
よ
っ
て
、
さ
き
の
傾
向
が
一
般
的
に
妥
当
す
る
か
否
が
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
ぅ
。
今
回
の
作
業
.は

、
_
こ
の 

よ
ぅ
な
将
来
の
調
査
を
進
め
る
に
当
っ
て
の
仮
説
を
設
定
す
る
に
止
ま
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
.
一
応
前
記
の
調
.查
地
区
.(

戸
坂
を
除
く)

に
つ
い
て
、
 

そ
の
産
業
別
.
職
業
別
の
就
業
構
造
、
.
お
よ
び
住
民
の
被
爆
者
構
成
割
合
が
、.
広
島
全
市
と
比
較
し
て
ど
れ
だ
け
の
偏
倚
を
も
っ
か
を
表
示
し
て 

お
き
た
い(

表
10
.
11
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
各
地
区
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
的
•
職
業
的
特
性
に
よ
っ
て
、
就
業
構
造
や
被
爆
者
構
成
に
相
当
の
差 

異
が
認
め
ら
れ
な
が
ら
も
、
各
地
区
の
計
に
つ
い
て
は
、
産

業
•
職
業
構
成
で
ぃ
ず
れ
%-
ニー

三
％
程
度
運
輸
関
係
が
多
く
阪
売
関
係
が
少
な
く

な
っ
て
い
る
ほ
か
は
、
広
島
全
市
の
分
布
に
よ
く
対
応
し
て
い
る
。
産

業
•
職
業
構
成
の
偏
り
に
つ
.い
て
も
、
調
查
世
帯
の
分
布
の
閨
係
上
、
宇 

品
地
区
の
人
口
が
他
地
区
の
二
倍
以
上
と
な
り
、
そ
の
構
成
の
影
響
が
過
大
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
そ
の
：ゥ
ェ
ィ
ト
を
他
地
ぽ
な 

み
に
弓
下
げ
た
場
合
に
は
調
査
地
区
と
全
市
の
対
応
は
さ
ら
に
高
度
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
面
接
調
査
世
帯
の
生
活
構
造
諸
要
因
と
被
爆
よ 

況
と
の
間
に
な
ん
ら
か
の
相
関
関
係
が
発
見
さ
れ
た
場
合
に
、
そ
れ
が
広
島
の
全
被
爆
者
に
つ
.い
て
も
妥
当
す
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
根 

拠

の

一
つ
た
り
う
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
 

.

(

注
1)

面
接
調
査
の
聴
取
り
に
応
じ
て
下
さ
っ
た
被
爆
者
お
よ
び
そ
の
家
族
の
方
々
は
も
と
よ
り
、
調
査
地
区
や
対
象
の
選
定
か
ら
、.
調
奄
実
施
の
過
程
を
通
じ
て
、
厚

生
省
公
衆
衛
生
局
企
画
課
、.
広
島
原
爆
馨
対
策
屢
会
、
広
.島
市
衛
生
局
原
爆
被
害
対
策
課
の
方
々
よ
り
、一

方
な
ら
ぬ
御
協
力
を
貝
い
た
こ
と
に
深
謝
の
f

表
し 

,

た
ぃ
、。
 

- 

■

t 

: 

• 

*

四
、
生
活
構
造
.
そ
の

破
壊
と
回
復
の
関
係

す
で
に
被
爆
に
よ
る
地
域
社
会
の
破
壊
と
そ
の
復
興
過
程
に
つ
い
て
み
た
よ
う
に
、
戦
後
一
〇
年
間
に
お
け
る
、
，被
爆
か
ら
の
回
復
と
、
そ
の 

後
に
お
け
る
新
し
い
発
展
と
い
う
社
会
集
団
全
体
と
し
て
の
広
島
の
動
き
の
中
で
、
個
々
の
被
爆
者
は
そ
の
い
ず
れ
か
の
時
期
に
.お
い
て
自
己
の 

生
活
を
捭
建
し
、
以
後
の
発
展
の
軌
道
の
上
に
、
そ
れ
ぞ
'れ
の
位
置
を
占
め
て
今
日
に
ま
で
い
た
っ
た
も
の
と
.い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
の
結 

果
が
現
在
個
々
の
被
爆
者
が
お
か
れ
て
い
る
社
会
階
層
上
の
地
位
と
な
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
規
定
し
て
い
る
要
因
と
し
て
、
被
爆
に
よ
る 

本
人
の
被
害
や
家
族
構
成
の
上
に
う
け
た
打
撃
、
勤
務
.や
資
產
等
に
受
け
た
損
失
等
が
、
ど
れ
だ
け
0
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
か
を
あ
き
ら
か
に 

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
社
会
階
層
に
つ
い
て
ば
、
主
た
る
生
計
維
持
者
の
職
業
が
聴
取
り
に
よ
っ
て
比
較
的
正
確
に
把
握
で
き
る
こ
と
、
 

^

得
や
資
産
の
増
減
は
直
接
，に
は
追
跡
で
き
な
い
が
、
-1
;
務
_
.の
.状
態
や
居
住
の
変
化
.等
か
ら
間
接
的
に
推
測
で
き
る
場
合
が
多
い
こ
と
か
ら
、
ま 

ず
職
業
に
よ
っ
て
上
層

•
中

層
*
下
層
に
三
分
類
し
、
さ
ら
に
そ
の
内
部
を
上
ン
中•

不
の
生
活
水
準
に
区
分
す
る
方
法
を
用
い
た
。.
.す
な
わ
，ち 

被
煤
者
生
活
.の
構
造
的
特
質 

一
，し

(

ニ
ー
一
一
：
一
九
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表 1 2 被爆による世带の被害程度の評点 ’

_ I P 1- 死衷がその他の 
有業米 11-- そ の 他

全員被爆 - -死老+ 障害者- 11 10 9 8

-死渚の み 9 8 6

-障害若のみ 5 4

-なし 2

一部被爆 - -死者+ 障害者 10 9 8 7

-死者のみ 8 7
ノ ，

5

-障害者のみ
一̂ 4 ' 3

-なし 1

ニ
〇

(

ニ
ー
四
〇

)

上
層
と
し
で
は
官
公
庁
ま
た
は 

一
0

0

0
人
以
上
の
大
企
業
で
課
長
以
上
の
職
員
、
市
会
議
員
、
 

医
師

•

弁
護
士
等
の
専
門
職
、
雇
人
五—

.一
O'

人
以
上
.を
雇
斯
す
る
業
主
、

一

丁
五
反
以
上
の 

耕
地
を
所
有
す
る
農
家
等
が
含
ま
れ
る
。

中
層
は
大
企
業
の
一
般
職
員
お
よ
び
常
用
1/
;

劳
者
，、
 

中
小
企
業
の
職
員
、.
家
族
以
外
の
雇
人
あ
る
自
営
業
主
あ
る
い
は
こ
れ
に
準
ず
る
資
産•

事
業 

の
規
模
を
も
つ
者
、
地
域
団
体
等
の
役
員
、
五
反
か
ら 

一
丁
五
反
程
度
の
耕
地
を
^
有

す

る

農

 

.
家
等
で
あ
る
。.
下
層
は
大
企
業
の
臨
時
エ
、
中
小
企
業
の
常
用
労
働
^

!
、
失
対
、
零
細
自
営
業 

者
、
自
営
業
手
伝
、
五
反
未
満
の
.零
細
農
家
r

内
職
、
被
保
護
者
等
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
統
計 

的
処
理
の
必
要
上
、

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
の
大
き
い
も
の
ほ
ど
高
い
評
点
を
つ
け
る
こ
と
と 

し
、
上
層
の
上
を
一
点
と
し
、
以
下
一
点
き
ざ
み
に
下
層
の
下
の
九
点
に
い
た
る
よ
ぅ
配
分
し 

た
。つ

ぎ
に
本
人
の
被
害
は
放
射
線
に
よ
る
障
害
を
も
考
慮
し
て
、
爆
心
地
か
ら
！
 

•
五
キ
ロ
メ 

丨
ト
ル
以
内
で
直
接
被
爆
し
た
者
と
そ
れ
以
外
と
に
ニ
区
分
し
、
. 

一
•
五
キ
口 

メ
ー
ト
ル
以
内 

を
ニ
点
そ
れ
以
外
を
一
点
と
し
た
。
ま
た
世
帯
の
被
害
は
ま
ず
全
員
被
爆
と
一
部
被
爆
と
に 

分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
死
者
お
よ
び
障
害
者
の
有
無
と
、
そ
れ
が
世
帯
主
又
は
主
た
る
生
計
維
持
者 

で
あ
る
か
否
か
に
よ
っ
て
一
点
か
ら
一
一
点
ま
で
を
配
分
し
た
。
詳
細
は
表 

一
ニ
に
つ
い
て
見 

ら
れ
た
い
。

'

ま
た
生
活
再
建
の
時
期
と
し
て
は
、
調
査
対
象
が
す
ベ
て
広
島
市
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
現
住 

者
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
被
爆
に
よ
っ
て
離
散
ま
た
は
破
壊
さ
れ
た
世
帯
の
西
^

^

と
と
も
に
、

表 1 3 现在の世帯員の被爆状況

( ) 内は抽出時の対象数

注，回答率74 % (入院を除いて73%)

m 町大手町 中 広 白 島 己 斐 尾 畏 宇 im戸 坂 入 院 計

夫 婦 世 带
夫 婦 共 被 爆

6 
( 6 )

6 
( 8)

10 
( 9 )

6 
( 6 )

5 
( 8 )

8
( 7 )

9 
( 8 )

6 
( 8 ) 0 56

(60)

//

夫 だ け 被 爆
1

(1 )
5 

(6 )
4

(5 )
4

(3 )
3

(3 )
6

(7 )
3

(5 )
0 

(6 ) 0 26
(36)

襄 だ け 被 爆
5

(5 )
6 

(8 )
4

(5 )
3

(5 )
6

(7 )
3

(5 )
2

(4 )
3 

(8 ) 0

!

32
(47)

5
(18)

欠 損 世 帯
夫 被 爆

0 
(1 )

0 
(1 )

0 
(2 ) (3 )

1
(2 )

1
(2 )

1
(4 )

0
(3 )

妻 被 爆
6

(4 )
3

(5 )
4

(5 )
5

(4 )
4 

(8 )
2

(5 )
6 

(6 )
3

(4 ) 2 35
(41)

そ の 他 世 带
0 

(1 )
0 

(0 )
0 

(1 ) (2 )
1

(1 )
0 

(1 )
0

(3 )
0 

(0 ) 0 2
(9 )

計
18

(18)
20

(28)
22

(27)
20

(23)
20

(29) 品
21

(30)
12

(29) 3 156
(211)

被
爆
者
生
活
の
構
造
的
特
質

広
鳥
地
域
へ
の
復
帰
、
お
よ
び
経
済
状
態
の
一
応
.の
安
定
と
い
っ
た
条
件
を 

考
慮
し
て
こ
れ
令
判
定
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
時
期
が
さ
き
に
地
域
社
会
の 

復
興
過
程
に
つ
い
て
区
分
し
た
五
段
階
の
い
ず
れ
に
属
す
る
か
に
よ
っ
て
、
 

も
っ
と
も
早
い
ニ
〇
年
末
ま
で
を
一
点
、
以
下
一
点
ず
つ
増
加
し
て
三
〇
年 

以
後
を
五
点
と
評
価
し
た
。
さ
ら
に
現
在
に
お
け
る
世
帯
員
の
被
爆
状
況
に 

つ
い
て
は
、
夫
婦
い
ず
れ
か
が
欠
損
し
て
い
る
世
帯
の
被
爆
者
を
最
高
の
四 

点
と
し
、
夫
婦
世
帯
で
夫
婦
共
被
爆
の
場
合
を
三
点
、夫
だ
け
被
爆
を
一
一
点
、
 

妻
だ
け
被
爆
を
一
点
と
し
た
。
そ
.の
他
の
世
帯
は
総
計
一
五
六
世
帯
中
わ
ず 

か
二
世
帯
で
あ
る
の
で
、

一
応
o

点
と
し
て
扱
う
こ
と
と
し
た
。

こ
の
現
在
に
お
け
る
被
爆
状
況
を
、
調
査
各
地
区
別
お
よ
び
入
院
患
者
に 

つ
い
て
集
計
し
た
.
の
が
表
一
三
で
あ
る
。
全
般
的
に
は
夫
婦
と
も
被
爆
の
割 

合
が
最
も
多
い
が
、
地
区
別
に
み
る
と
中
広
.'

尾

長

•

宇

品•

戸
坂
等
の
周 

辺
茼
で
世
带
員
に
あ
ま
り
大
き
な
破
壊
を
う
け
な
か

っ
た
も
の
が
相
当
含
ま 

れ
て
い
る
こ
と
が
分
る
。
そ
の
次
に
多
い
の
が
夫
婦
世
帯
お
よ
び
欠
損
世
帯 

に
お
け
る
だ
け
被
爆
で
あ
り
、
両
者
を
合
せ
れ
ば
夫
婦
と
も
被
爆
よ
り
も 

多
い
。
こ
れ
は
夫
が
爆
死
し
て
妻
だ
け
残
り
、
.あ
る
い
ゆ
そ
の
後
非
被
爆
者 

と
結
婚
し
た
り
、
.又
は
夫
を
さ
が
し
て
妻
が
入
市
し
て
い
る
よ
う
な
例
の
相 

当
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
比
較
的
近
距
離
の
被
爆
者
が

.
 

ニ
ー
，(

ニ
ー
四
一)



表 1 5 世帯主の産業別就労状態别世帯人員 (無業を除く計に対する西分比)

表 1 6 国勢調查産業別15歲以上就業者数

(但し22年は 10歳以上）

昭和 
22年 2 5 年 3 0 年 3 5年 4 0年

農 林 漁 業 10.1 7.3 5.1 2.9 1.9

鉱 業 0.1 0:1 0.1 0.1 0.1

建 設 •製 造 業 36.4 33.0 28.8 35.6 34.9

卸 • 小 売 業 14.4 23.5 25.9 26.5 28.1

運 輸 • 通 信 業 12.1 10.7 1)
10.0 8.3 8.8

公務サ一ビス業 21.1 22.6 26.5 22. 0 21.2

その他有業者 5.8 2.8 2) 
3. 6 4.7 5.0

計 100% 100% 100% 100% 100%

\ 、、\
昭 和  
5 年

1 0 年 1 5 年 2 5 年 3 0 年 3 5 年 4 0 年

農 梁 •水産 
業

8.4 10.7 4.5 農 林 漁 業 7.3 4.8 3.3 2. 2

鉱 業 0.2 0.2 0.1 鉱 業 0.1 0. 2 0.2 0.1

エ 業 30.1 27.9 49.0 妞設•製造 
業 ：‘：

35.5 31.4 36.9 37.2

商 業 31.7 31.4 23. 0 卸 •小売業 22.7 23.3 22.8 23.6

交 通 業 8.7 9. 6 5.5 運 輸 •通信 
業

11.4 12.3 10.9 12.0

公務•自由
業 .

14.6 11.9 9.8 公務 • サマ 

ビ ス 業 .
20.2 24.6 .2 1 .2 19.8

その他有業 
者

6.3 8.6 8.1 その他有業 ' 
者

2.8 3.4 4.7 5.1

計 100 100 ' 100 100 100 100 100 100

含む

<D
中
以

下
は

被

爆

2 ) 谣気，ガス..水道業を1 ) 锱気• ガス•水道業を含む

後
ニ
四
年
ま
で
急 

.増

し

、
.
以
後
漸
減
し 

て
は
い
る
、が
現
在
な 

お
被
爆
前
の
.割
合
に 

は
達
し
て
い
な
い
上 

ぅ
で
あ
る
。
.同
様
の
. 

‘傾
向
を
非
被
爆
の
一 

般
世
帯
に
つ
い
て
確 

か
め
る
こ
と
は
資
料 

の
関
係
上
不
可
能
で

を
.、
各

地

区

ご

と

に

取

っ

て

調

査

一

五

六

世

帯

が

各

地

区

の

各

時

期

に

そ

れ 

ぞ
れ
ど
の
階
層
に
属
し
た
か
.を
集
計
し
た
も
の
で
あ
.る
。
ま
ず
右
端
の
全
地 

区
削
に
つ
.
い
.て
み
る
と
、.
.上
層
か
ら
中
層
の
中
ま
で
に
.所
属
す
る
者
は
、
.被 

爆
後
ニ
四
年
末
ま
で
は
被
爆
蒯
に
比
較
し
て
減
少
し
、
'
一
.--
*
九

年

ま

で

ほ

ぼ

同
 

様
に
経
過
し
た
後
、
.三
〇
年
以
後
再
度
増
加
す
る
が
い
ま
だ
被
爆
前
の
_
合 

に
.
.ま
で
は
，回

復

し

て

い

な

い

。

こ
れ
に
対
し
，て

中

層

の

下

は

概

し

て

被

爆

後 

漸
減
の
傾
向
_に
ぁ
り
、:
代
っ
て
下
層
の
上
が
漸
増
し
て
い
る
。
そ

し

て

下
層
ぃ

一m
i

(
ー：ニ

四
111>

.
被
爆
者
生
活
の
構
造
的
特
質
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そ
の
後
定
着
し
た
と
考
え
ら
れ
る
甚
町
や
己
斐
に
お
け
る
妻
被
爆
の
割
合
に
現
わ
れ
て
い
る
ょ
ぅ
に
思
.わ

れ

る
。

そ)
」

で

お
な
じ
く
地
区
別 

に

被

爆

.旷
お
ょ
び
被
爆
後
の
各
時
期
ご
と
に
被
爆
者
が
い
か
な
る
社
会
階
層
に
属
し
た
か
を
比
較
し
て
み
.ょ
ぅ
.。
表

一
四
は
表
側
に
上
層
か
ら 

下
層
に
い
た
る
九
区
分
を
取
り
、
表
頭
に
被
爆
前
、
被
爆
後
第
三
期
の
ニ
四
年
末
ま
で
、■、以
後
ニ
九
年
ま
で
の
第
四
明
、
三
〇
年
以
後
の
第
五
期

极r.孩



X 基 -町 大手町 中 広 甴 島 己 す 斐 尾長 宇品 戸坂 入院 計

昭和 

20年末 6 8 U 13 16 17 17 7 2 100
21年 " 9 4 3 2 3 1 1 2 1 26
24年 〃 3 6 4 4 1 2 3 3 0 26
29年 " 0 2 1 1 0 0 0 0 0 4
30年後 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 18 20 22 20 20 20 21 12 3 156

表 1 8 被 爆 に よ る 世 帯 の 被 害

死者が世帯主 
又ほ主たる生 
計維持者

死若がその他 
の有栗者

者が世帯 
主又は主たる 
生計維持者

障寄渚がその 
{&の有萊老 その他 計

全員被爆 
死者及び障害者あり 5 5 4 0 8 22

死表のみあり 3 3 ノ 5 11

障害者のみあり ノ 14 0 21 35

死者も障害者もなし 18 18

一部被爆 
死者及び障害者あり 3 0 5 1 7 16

死者のみあり 3 1Z 8 12

"
障害者のみあり 5 3 9 17

死者も障害者もなし ゾ 25 25

• 計 14 9 28 4 101 156

注，死者あり計6 1 (39%)

表 1 9 生 活 再 建 の 時 期

被
爆
渚
生
活
の
構
造
的
特
質

と
こ
ろ
で
こ
の
よ
ぅ 

な
被
爆
に
よ
る
被
害 

が
、.
被
爆
後
の
階
層
所 

属
や
生
活
再
建
の
時 

期

"

あ

る

い

は

現

在

世 

帯
の
被
害
状
況
と
い
か 

な
る
相
関
関
係
を
示
し 

■て
い
る
か
を
、
さ
き
に 

規
定
し
た
評
点
に
よ
つ 

て
検
討
し
て
み
る
こ
と 

と
し
た
い
。
表
ニ
〇
は 

表
側
に
被
爆
前
の
社
会 

階
層
を
取
つ
て
い
■
る 

が
、
こ
れ
と
被
爆
者
本 

人
が
爆
心
か
ら一

•
五 

キ
ロ 

メ
ー
ト
ル
以
内
で 

被
爆
し
て
い
る
か
否
か 

と
の
間
に
は
、
.
点
数
の 

ニ

五

(

一
二
四
五

)

表 1 7 職業大分類別15歳以上就衆者数

構 成 比

昭 和 2 5年 3 0年 3 5年 4 0年

総 数 100.0% 100. 0 % 100. 0 % 100, 0 %
卑 門 的 技 術 的 職 業. 7.3 7.8 7.2 7.2

管 理 的 職 業 4.3 4.7 4.2 5.1
m 務 従 業 者 19.2 17.4 18.2 19-8

販 売 従 事 诸 17.4 - 1 8 . 5 16.7 16. 6

農 林 漁 業 7.0 5.0 2.8 1.8

採 鉱 採 石 0.1 0.1 0.1 0.0
運 輸 . 通 信 2.4 3. 8 5.2 5.7

技能 • 生産 •単純労働者 33.8 31.6 35.3 ； 33.2
サ 一 ビ ス 職 業 8.5 11.1 10.3 10.6

分 類 不 能 お よ び 不 能 0.0 0.0 0.0 0.0

ニ

四(

一
二
四
四

)

あ
る
が
、
表

一

,五

、

一
六
、
二

七

に

み

ら

れ

る

よ

う

な

広

島

地

域

全

般

、の
戦 

前

お
：よ

び

戦

後

の

復

興

過

程

に

私

け

る

産

業

お

よ

び

職

業

別
就

業

構

造

の

変 

化

等

を

考

慮

す

れ

ば

、

一
.一
四
年
末
ま
で
の
階
層
構
成
低
下
傾
向
に
つ
い
て
太 

あ
る
程
度
共
通
性
が
推
測
さ
れ
る
に
し
て
も
、
そ
の
後
の
経
過
に
お
い
て
太 

.

戦
前
を
上
回
る
上
昇
が
見
込
ま
れ
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
被 

爆

者

集

団

全

体

と

し

て

の

社

会

階

層

的

地

位

の

回

復

.の

お

く

れ

を

懸

念

す

ベ

. 

.

き
根
拠
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。

も
と
よ
り
こ
の
こ
と
は
、
全
て
の
被
爆
者
が
一
様
に
回
復
の
お
く
れ
て
い 

る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
.は
な
い
。
例
え
ば
一
五
六
世
帯
中
に
世

带

主

ま 

た
は
面
接
被
爆
者
が
爆
心
地
か
ら 

一•

五
キ
ロ 

メ
ー
ト
ル
以
内
で
被
爆
し
て 

い
る
も
の
は
五
七
、
被
爆
時
の
世
帯
員
中
に
死
者
の
あ
る
も
の
は
六
一
、
生 

活
の
再
建
が
ニ
一 

年
以
後
と
な
っ
た
も
の
は
五
六
と
い
っ
た
数
字
か
ら
推
測 

.

し
て
も
、
被
爆
者
中
の
略
々
1
1
3程
度
が
と
り
わ
け
童
大
な
被
害
を
受
け
て 

い
る
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。
し
か
も
な
お
、
調
査
世
帯
の
約
四
割 

が
被
爆
前
に
お
V

て
社
会
階
層
の
下
層
と
判
断
さ
れ
た
も
の
が
、
被
曝
後
A 

割

に

増

加

し

た

後

、
現

在

な

お

半

数

を

上

回

る

五

五

裏

度

が

下

層

に

.と
ま 

っ
て
い
る
と
い
う
可
^

^
性
は
、
今
後
も
十
分
検
討
に
値
す
る
と
い
わ
な
け
れ 

ば
な
る
ま
い(

ま
一
八
、
一
九)

。

.



注 ， 本 人 被 害 1.5km 以 外 被 爆 の ウ ェ イ ト 1 
本 人 被 害 l ，5k m 以 内 被 爆 の ウ ェ イ ト 2

表 2 1 被爆による世帯の被害と被爆前後の状況との比較

表 2 2 本 人 の 被 害 と 被 爆 前 後 の 状 況 と の 関 係

被爆骱の 

社会階崩

被傾による 

世帯の被害

生活洱迚 

の 時 期

昭和20~24 
年の社会陪

m

2 5 9 年の 

社 会 階 ®

以後現在ま 

での社会階 

層

現在のUt 

带の®害

1.5 k m 以外

での被爆

, (99世帯).
5.6 4 .1 1.4 6. 6 6.2 6 .1 2.6

'1.5 k m 以内 

での被爆

(57世帯）

5.7 6.0 1.8 6.7 6.4 6.2 2.9

ウ ェ \  
ィ ト \

ii-帯 

m 数

被燦前の 

社会踏賴
本人の被宵

生活洱速 

の 時 期

昭和20— 
24年の社 

会階眉

25〜 29年の 

社会階歷

以後现在 

までの社 

会階厝

現在のUL- 

带の被进

1 25 5. 64 6 1.20 3 1.44 3 6. 56 5.5 6. 24 4 6.12 7 2. 60 4

2 18 6.11 10 1.11 1 1.17 1 6. 56 5.5 6.39 7 5.61 2 3.11 7

3 11 4. 55 1 1.18 2 1.45 4 5. 45 1 5.18 1 4. 73 1 1.55 1

4 28 6.07 9 1.43 6 1.50 5 6.68 8 6. 50 8 6. 36 11 2. 68 5

5 22 5. 55 5 1.32 4 1.36 2 6. 45 3 6.18 3 5. 77 3 2.86 6

6 5 6. 80 11 1.80 10.5 2. 40 10 6. 80 10 6. 60 9 6.00 5 3. 20 8

7 9 5_.11 2 1.56 8 1.78 7 6. 00 2 5. 89 2 5. 89 4 2.11 2

8 19 5. 32 3 1.43 6 1.52 6 6.47 4 6. 32 6 6. 26 9 2. 58 3

9 7 5. 43 4 1.43 .6 2. 00 8 6. 58 7 6. 71 10 6.29 10 3. 29 9

10 7 5. 86 7 1.71 9 2. 29 9 6. 71 9 6. 29 5 6.14 8 3. 43 10

11 5 6.00 8 1.80 10.5 2.80 11 7.00 11 7,00 11 6.02 6 4r 00 11

順 位 相 関 -0.05 0.911 0. 827 0.461 0. 445 0. 391 0. 573

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
パ
被
爆
前 

に
お
け
る
社
会
階
層
の
上
下 

が
、
依
然
と
し
て
被
爆
後
の
階 

.
層

所

属

に

大

き

.な

影

響

力

を

持

つ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ 

る
。
こ
れ
は
又
被
害
の
状
況
を 

一
定
と
す
れ
ば
、
そ
の
打
撃
か 

ら
の
脱
出
は
下
層
ほ
ど
困
難
で 

あ
る
と
い
う
意
味
で
、
原
爆
の 

影
響
を
よ
り
強
く
こ
う
む
つ
て 

ニ

七

(

一.ニ
四
七)

被
爆
者
生
活
の
構
造
的
特
質

す
な
わ
ち
原
爆
に
ょ
る
被
害 

の
第
二
の
特
徴
点
が
、
被
爆
者 

の
死
亡
率
あ
る
い
は
被
爆
面
積 

当
り
の
死
亡
者
数
が
き
わ
め
て 

高
い
こ
と
、
第
三
に
被
爆
に
ょ 

る
放
射
線
後
障
害
を
も
含
め
て 

健
康
の
破
壊
が
残
存
し
て
生
活 

の
再
建
を
妨
げ
る
こ
と
等
に
あ

表 2 0 被爆前の社会階層と以後の状況との関係

1 人 馨 | 親 難 の

昭和20—24 
年の社会階
m

25—29年の 
社佘階摺

以後現在ま 
での社会階
m

糧塞世带の

上 上

ぬ

1
世帯

4 1.75
順位

5. 50 9 1.0C 1 1.75 1 1.25 1 1.25 1 3. 258.5

層

中 2 6 1.33 4. 5 3.67 2 1.17 2 2. 50 2 2. 50 2 2. 50 2 1.83 1

下 3 8 1.25 2 3. 75 3 1,25 3 4. 00 3 3. 88 3 3.75 3 2. 38 2

中• 上 4 14 1.29 3 5. 00 7 1.57 5 5. 00 4 5.29 4 4.93 4 2.57 4

層

中 5 26 1.35 6 5. 04 8 1.65 7 6.12 5 5.85 5 5. 65 5 2. 58 5

下 6 36 1.33 4.5 4. 94 5 1.64 6 7. 05 6 6. 61 6 6. 47 6 2. 56 3

下
上 7 47 1.38 7 4:96 6 1.66 8 7. 55 7 7. 53 8 7.23 7 3.13 7

層

中 8 12 1.58 8 4. 25 4 2.50 9 8. 008. 5 7. 50 7 7. 25 8 3.25 8.5

下 9 ,2 1.00 1 2, 00 1 1.50 4 8. 00 8.5 8. 00 9 7. 50 9 3.00 6

順 位 相 関
i -

0.16 +0 77 +0.96 +  1.00 +1.00 +  1.00 +0.89

ニ

六

(

ニ
1

四
，六)

順
：8

上
で
ほ
と
ん
ど
何
等
0;

相
関
を
%'

認
め
る
こ
と
，が
で
き
な
い
。
原
爆
に
よ
る
被 

害
が
普
通
爆
弾
に
よ
る
被
害
と
こ
と
な
る
第
一
.

の
点
は
、
そ
れ
が
広
範
囲
に
わ
た
っ 

て

瞬

力

.
つ

徹

底

的

な

こ

と

で
あ
り
'

し

か

も

爆

心

が

都

市

の

ほ

ぼ

.中

央

に

立
置 

し
た
.
こ
と
は
被
害
の
程
.度
を
社
会
階
層
.の
上
下
に
か
か
わ
ら
ず
一
.
様
化
さ
せ
た
も
. 

:

の

と

思

わ

れ

る

。

こ

れ

は

被

爆

に

よ

る

世

帯

の

被

害

に

つ

い

.て
み
て

も
、
そ
の
相
関 

は

そ

れ

ほ

ど

大

き

く

な

く

、
.さ
ち
に
世
帯
の
被
害
を
表
側
に
取
っ
た
表
ニ
一

 

に
お
け 

.

る
被
爆
前
の
社
会
階
層
と
の
相
関
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
本
人
の
被
害
と
の
相
関
が
高 

い
こ
と
か
ら
も
こ
れ
を
裏
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
こ
ろ
が
被
爆
後
.の
社
会
階
層
は
、
そ
の
全
期
間
を
通
じ
て
被
爆
前
と
完
全
な
相
. 

関
を
維
持
し
て
い
る
。
さ
ら
に
表
ニ

〇
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
生
活

再
建
の
時
^
も 

概
し
て
上
層
部
に
お
い
て
早
く
、
現
在
世
帯
の
被
害
に
つ
い
て
み
て
も
、
上
層
ほ
、ど 

被
藤
後
の
回
復
が
進
ん
で
い
.
る
よ
う
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
れ
は
逆
に
世
带
の
被 

害
を
軸
と
し
た
表
ニ

一
 
に
お
い
て
は
、
生
活
再
建
の
時
期
と
は
あ
る
程
度
の
相
関
を 

見
せ
な
が
ら
も
、
被
爆
後
の
社
会

階
層
と
の
相
関
を
い
よ
い
よ
小
さ
く
す
る
こ
と
と 

も
な
っ
て
い
る
。
最
後
の

表
ニ

ニ

に

お

い

て

は

、
世

帯

.の
被
害

が

本

人

の

被

爆

距

離 

と
最
も
強
く
結
び
つ
，い
て
い
る
こ
と
、
し
か
も
爆

心

に

，近

い

都

心

部

被

害

者

の
ほ
う 

が

、

と
り.わ

け

被

爆

後.一
〇

年

間

に

お

い.て

社

会

階

層

が

低

く

、
現

在

世

带

の

被

害 

.

も
大
き
い
，
こ

と

が

認

め

ら

れ

る

.0



' 

二

八

(一

ニ
四
八)

い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

.

五
、
結

語

.

. 

* 

.

最
後
に
、
以
上
の
諸
資
料
に
も
と
づ
く
考
察
を
つ
ぎ
の
五
点
に
.
要
約
し
、
今
後
の
検
討
の
た
め
の
仮
説
と
し
て
提
出
し
ヒ
い
。

H

厚
生
翁
の
被
爆
者
実
態
調
査
は
被
爆
者
全
体
が
麗
ーS

と
大
差
な
い
と
い
う
結
論
を
下
す
に
十
分
な
も
の
と
は
必
ず
し
も
い
え
な
、

0

H

被
爆
後
に
お
け
る
一
応
の
生
活
再
建
期
を
、
世
帯
の
得
構
成
•

広
島
地
域
社
会
へ
の
復
帰
•
経
済
生
活
の
回
復
と
い
っ
た
指
標
に
っ
ぃ
て

み
る
と
き
、
被
爆
に
よ
る
本
人
の
簾
.

1

構

成
.

地
域
社
会
等
の
破
壊
が
顕
著
で
き
ほ
ど
、
再
建
の
時
期
が
お
く
れ
、
こ
れ
は
ま
た
広
島

地
域
社
会
全
体
の
戦
後
復
興
の
波
に
も

.

乘
り
お
く
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
再
建
以
後
の
経
済
的
活
動
に
も

不

利

な

影

響

を

あ

た

え

て

い

る

。

㈢

被
爆
は
世
帯
の
主
た
る
生
計
維
持
者
に
よ
り
多
く
の
打
撃
を
あ
た
え
、
被
爆
後
の
生
活
で
他
の
世
帯
員
、
と
り
わ
け
女
性
の
経
済
的
責
任 

を
如
1£
-

し
て
.い
る
傾
向
が
あ
る
0

W

麓
は
社
会
階
層
の
上
層
か
ら
下
層
に
わ
た
っ
て
、
重
議
に
よ
る
場
合
に
比
較
す
れ
ば
よ
り
一
.様
な
被
害
を
あ
た
え
た
よ
う
で
あ
る 

が
、
そ
の
叵
復
は
や
ば
り
上
層
に
お
い
て
藉
し
く
、
下
層
は
よ
り
重
い
負
担
を
に
な
わ
さ
れ
て
い
る
。

.

㈤

し
か
も
麓

若

の

霞

構

成
全
般
と
し
て
は
、
戦

後

広
鳥
の
復
興
と
発
展
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
被
爆
前
の
階
層
的
位
置
を
十
分
に
回
復
す

る
に
は
い
た
っ
て
い
な
い

。

.

後
記
•
な
お
麗
調
査
の
実
施
か
ら
、
そ
の
結
果
の
計
祈
、
お
よ
び
こ
れ
を
補
足
す
る
諸
麗
を
進
め
る
に
当
つ
て
、
米
山
桂
三
教
授
を
中
、い
と
す
る「

被
爆
地
広
島

独
占
形
成
期
に
お
け
る

労
資
関
係
と
労
働
組
合
連
動(

そ
の

ニ)
——

イ
ギ
リ
ス
綿
工
業

——

.
 

飯
田
，
.
鼎

一
、

一
九
世
紀
中
期
労
働
組
合
連
動
に
お
け
る
綿
業
労
働
者 

ニ
、
独
占
形
成
期
に
お
け
る
綿
業
労
働
運
動
と
賃
金
決
定
機
構 

.

三
、
独
占
形
成
期
に
お
け
る
綿
業
労
働
組
合
の
構
造

, 

■ 

.

綿
工
業
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
産
業
に
お
け
る
地
位
は
、
産
業
革
命
以
来
、
き
わ
め
て
重
要
な
も
の
で
あ
っ
へ
-̂
1

が
、
そ
の
た
め
に
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス

資
本
主
義
の
世
界
市
場
に
お
け
る
独
占
の
喪
失
は
、
綿
製
品
の
輸
出
市
場
に
お
け
る
亦《

化
に
お
い
て
、
も
っ
と
も
象
徴
的
に
み
ら
れ
た
と
こ
ろ
で 

(

2)

あ
っ
た
。「

世
界
の
工
場」

と
し
て
の
イ
ギ
リ
ス
の
地
位
は
、.
一
八
七
兰
年
恐
慌
を
契
機
と
し
て
大
き
く
動
揺
し
、

一
八
九
〇
年
代
に
は
転

落

へ 

の
途
を
迪
っ
た
こ
と
は
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
世
界
市
場
に
お
け
る
独
占
の
喪
失
の
時
期
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
資
本
主
義
の 

な
か
で
、
綿
工
業
の
労
働
組
合
運
動
の
発
展
が
、
ど
の
よ
う
な
地
位
を
し
め
て
い
た
か
を
探
求
す
る
こ
と
が
、
こ
こ
で
の
目
的
で
あ
る
。
独
占
の 

形
成
に
と
も
な
っ
て
，
労
働
者
の
組
織
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
、
そ
の
労
資
関
係
や
闘
争
形
態
が
ど
の
よ
う
に
変
貌
し
た
か
が
、
こ
こ
に
お
け
る 

独
占
形
成
期
に
お
け
る
労
資
関
係
と
労
働
組
合
運
動(

そ
の
ニ)

. 

■'ニ
九

(

一
二
四
九)


